
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

伊予市家庭教育支援チーム 

 （呼称：伊予市家庭教育・子育てサポートグループ） 

 

②活動拠点 伊予市役所 

③活動範囲 伊予市内全域 

④組織体制 

 

  10 人 

特別支援教育巡回指導員、適応指導教室指導員、元教員、元保育士、 

読み語り隊、絵本セラピスト、元児童館長 など 

 

⑤活動開始年度 平成 23 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

愛媛県 伊予市教育委員会事務局 社会教育課 

（TEL） 089-982-5155 （E-mail） s-kyouiku@city.iyo.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

① 子育て現役世代との意見交換会・学習会（保育所・幼稚園など） 

親子での活動や子どもへの発言など子育てに関する意見交換会や学習会を開催 

 

② 家庭教育支援に関する情報発信 

⑴ 家庭教育情報誌「ほのぼの」を全戸配布（年２回） 

子育てに関する情報や、グループの活動報告を掲載したものを全戸配布 

⑵ 家庭教育周知用チラシ・事業連携アンケートの配布（年１回） 

当グループの活動紹介チラシを市内教育施設や児童関係施設へ配布 

⑶ 利用者支援事業相談窓口の周知（随時） 

学習会等の活動時に、当市の相談窓口を参加者に紹介 

 

 

③ 親子参加型学習会（保育所、認定子ども園、児童センターなど） 

⑴ 親子でまなそび（ＭＡＮＡＳＯＢＩ）チャレンジ 

  遊びのなかに学びを取り入れ、参加する保護者の悩み解消や子どもの興味・ 

関心を高める。（「学び」×「遊び」＝『まなそび』※当グループの造語） 

⑵ 親子で調理実習（調理実績：鯛めし・お菓子づくりなど） 

  親子向け食育講座や、伊予市産の食材を用いた調理実習を実施 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 

市内の関係施設の活動計画作成時期を考慮し、 

当グループの活動周知チラシの配布と併せて 

事業連携のアンケートを依頼することで、今まで 

未実施だった施設や地域で家庭教育支援活動を 

実施できた。 

 

活動の実施に当たり、各地区の公民館と連携することで、 

愛媛県が推進する公民館版ＳＤＧｓ「５．家庭教育支援」の 

目標達成に向けて、互いに良い関係性を構築できた。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業 ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


